
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

令和７年度 第４４回 入学式・始業式 
【令和７年度 入学式 『歓迎の言葉』】  

生徒会長  □□ □□ 

春の柔らかい日差しに包まれ入学さ 

れた９７名の皆さん、ご入学おめでとうご 
ざいます。ようこそ浅羽野中学校へ。皆 
さんは、今から始まる浅羽野中学校で 
の新生活に胸を膨らませていると同時 
に、多くの不安を募らせているかと思います。大丈夫。皆
さんの後ろに座っている先輩のほとんどが皆さんと同じ気
持ちで入学してきました。もちろん私も。しかし、今では仲間
と切磋琢磨しながら日々楽しく学校生活を送っています。 

これから自分だけでの物語を作っていく皆さんに、私は
『幸せな学校生活を送るコツ』を伝えたいと思います。 

一つ、「すべてのことを楽しんでください」 たった一

度きりの中学校生活。一瞬の青春を全力で走り抜けるた
めに、すべてのことに全力で取り組んでみてほしいです。
例えば、部活動や委員会活動、５月に行われる体育祭
などの学校行事。全力で楽しんだ先には、これまでに経
験したことのないほどの思い出が待っているはずです。 

二つ、「頑張りは、必ず誰かが見てくれているという
ことを忘れないでください」 中学校に入ると勉強や部
活でなかなか成果が出ずに、辛いこともあると思います。
しかし、頑張っていることを見ている人は必ずいます。辛く
ても頑張って継続してみてください。自分自身の成長につ
ながることを信じて。 

三つ、「仲間の良いところをたくさん見つけてくださ
い」 中学校に入ると、それぞれが自分の意見を伝える機
会が増え、自分とは意見が合わないことがあるかもしれま
せん。苦手だなと思っても仲間の良いところを探してみてく
ださい。新たな魅力や意外な一面が見えて、仲間が大
好きになれると思います。 

最後に、「中学校は一人で戦うところではなく、仲間
と支え合い、高め合う場所です」 困ったことがあったら

一人で悩まず、今、隣に座っている仲間や後ろに座って
いる先輩、そばで見守ってくれている先生方を頼ってみてく
ださい。全力で助けてくれると思います。浅羽野中学校の

先輩は皆とっても優しいので安心してください。これから幸
せな学校生活を一緒につくっていきましょう。浅羽野中学
校が、皆さんにとって思い出の宝箱となることを願って歓
迎の言葉とさせていただきます。 

新１年生９７名が、『夢道場・浅羽野中』に仲間入り !! 
【令和７年度 入学式 『新入生代表の言葉』】  

   新入生代表 □□ □□ 

穏やかな春の香りに包まれ、僕たち新 

入生は本日、浅羽野中学校に入学しま 
す。本日は、このように素晴らしい日に僕 
たちの入学をお祝いしていただき嬉しく思 
うとともに、先生方、先輩方に感謝申し 
上ます。これからの三年間、浅羽野中学校で過ごす日々
の中で、勉強、部活動、学校行事に積極的に取り組
み、新たな経験を通して多くのことを学びたいと思います。 

また、新たな経験をしていくにあたり、壁にぶつかってし
まったり、前への進み方がわからずに立ち止まってしまった
りすることがあると思います。そんな時は、諦めるのではな
く、仲間と手を取り合い、時には、先生方、先輩方の力を
借りながらも、少しずつ前に一歩一歩進めるよう努力して

いきます。 

僕たち新入生一同は、浅羽野中学校の生徒としての

自覚と誇りを持ち、一つ一つの行動に責任を持って、充
実した中学校生活を送ることができるよう心がけていきた
いと思います。校長先生をはじめ先生方、上級生の皆
様、これからは浅羽野中学校の仲間として今後ともよろし

くお願いいたします。 

４月８日（火）、校庭の桜の花も咲き誇り、確かな春 

の訪れを感じる快晴の日。多数のご来賓、保護者の皆様

のご臨席をいただき、本校の令和７年度 第４４回 入

学式を盛大に挙行することができました。希望に胸を

膨らませた９７名の新入生は、担任の呼名に対し、立派

に返事と起立を行っていました。さらに、新入生を含

め、進級した２年生・３年生の態度も立派で、厳粛な中

にも心温まる素晴らしい入学式・始業式となりました。 

【 教 育 目 標 】 
○学び    （知） 
○鍛え    （体） 

○思いやる （徳） 

令和７年４月１１日 
第２号 文責 鈴木 博貴 学校経営方針 「明るく 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

校 長  □□ □□      教 頭  □□ □□      主幹教諭  □□ □□    

第１学年   

主   任  □□ □□ 

１組担任  □□ □□ 

２組担任  □□ □□ 

３組担任  □□ □□ 

副 担 任  □□ □□ 

特別支援  □□ □□ 
学級主任   

第２学年   

主   任  □□ □□ 

１組担任  □□ □□ 

２組担任  □□ □□ 

副 担 任  □□ □□ 

５組担任  □□ □□ 

 

第３学年   

主   任  □□ □□ 

１組担任  □□ □□ 

２組担任  □□ □□ 

３組担任  □□ □□ 

副 担 任  □□ □□ 

６組担任  □□ □□ 

初任者指導教諭  □□ □□    養護教諭  □□ □□   事務主査  □□ □□ 

栄養教諭  □□ □□（〇〇中より派遣）     学校支援員  □□ □□ ・ □□ □□  

学校読書活動支援員  □□ □□（〇〇小兼務）    さわやか相談員  □□ □□   

スクールカウンセラー □□ □□（〇〇中兼務）   ＡＬＴ  □□ □□□ □□□  

市事務員  □□ □□   校務員  □□ □□ ・ □□ □□     

クラブサポーティング・スタッフ  □□ □□ ・ □□ □□ ・ □□ □□ 

給食調理員   チーフ  □□ □□  ・  □□ □□  ・  □□ □□ 

   □□ □□ ・ □□ □□ ・ □□ □□ ・ □□ □□ 

【本年度の重点・努力点】『学び合い、高め合う』教育の推進（児童⇔学校⇔家庭⇔地域） 

⇒子供たちの自己肯定感を高め、人間関係形成力と学力の向上を図る教育の推進 

【浅中の拘り教育】『時を守り、場を清め、礼を正す』⇒【凡事徹底】  

『凡事徹底』とは、「平凡なことを徹底する。誰でもできることを、誰にもできないくらい続けること」。浅羽野

中学校では、「時を守り、場を清め、礼を正す」の基本を柱に、凡事徹底を根幹とした指導を行っていきます。  

〇【時を守り】 時間を守ること。それは、相手を尊重すること。それにより自分への信用を積み重ねることにつながります。  

〇【場を清め】 掃除をすること。掃除をすることの意味は５Ｋで表され、「気づく人になれる」、「心を磨く」、「謙虚にな

れる」、「感動の心を育む」、「感謝の心が芽生える」につながります。 

〇【礼を正す】 挨拶、返事をすること。挨拶の意味は、「心を開いて相手に迫る」。挨拶は人より先に、誰にあっても、相

手が気持ちよくなる挨拶をする。そして、呼ばれたら「ハイ！」。気持ちのよい挨拶と返事は、人間関係も良くします。 

教育の『不易と流行』をしっかりと見極めつつ、いつの時代になろうと変わらぬ伝統美を大切にし、ご家 

庭と地域の皆様のご支援・ご協力をいただき、次代を担う子供たちを一緒に育んでまいりたいと思います。 

 

【令和７年度 坂戸市立浅羽野中学校・学校経営組織】 

 

                           

４月８日、入学式。お陰様で、厳粛な中にも温かい雰囲気のもと、瞳を輝かせた新１年生９７名を迎えるこ 

とができた。新入生にとって義務教育９か年の残り３年間となる中学校での「集団生活での学び」が本格的に

スタート。保護者の方々の喜びも一入であろう。親御さんの愛する我が子への熱い想いは幾許か計り知れな

い。今年度、浅羽野中に着任し、学校経営方針に『親身になって』という拘りの 

文言を加えた。文字通り「親身＝親の身（になって）」。私達、教職員は「親」 

にはなれないが、大切なお子さんをお預かりした重責を担っている。令和７年度、 

かけがえのない２６６名の生徒たち。一校を預かる校長として身が引き締まる。 


